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Abstract 
Bivalve faunas yielded from the Lower Cretaceous strata are classified into two major groups: the Tethyan and 

Northern-Tethyan faunas. However, the origin of the distribution of these two faunal types in Japan remains unclear. 
This research investigates the bivalve fossils from the Nakanosawa and Hinatasawa areas in the eastern region of the 

Sanchu Graben, located within the Kanto Mountains, to evaluate their biogeographical relationship with other 

contemporaneous formations in Japan. 

These faunas show strong similarities to those of the Pre-Sotoizumi Formation (Yatsushiro and Kesado Formations), 

including species such as Nanonavis pseudocarinata and Pterotrigonia (Pterotrigonia) hokkaidoana. These findings 

suggest that the study area in the Sanchu Graben belongs to the Pre-Sotoizumi Formation, corresponding to the Albian 

Age. In addition, the faunal similarities with the Miyako Group of northeastern Japan support the idea of biogeographical 

connections between the Pre-Sotoizumi Formation and the Miyako Group. On the other hand, bivalve fossils from this 

study area show little affinity with the equivalent strata of the Monobegawa Formation, which yields the Northern-

Tethyan fauna. These findings are considered important for examining the tectonic history of the Japanese Islands. 

 

 

はじめに 

日本列島の白亜系からは，淡水生から汽⽔

生，浅海生及び深海生に至るまで様々な二枚

貝化石群が産出する．二枚貝はわずかな環境

の変化に敏感でその動物相を変えるため，当

時の日本周辺で起こった様々な地質現象・環

境変化を調べるのに適している．田代（1994）

は，日本列島の白亜系から産出された 500 種

以上の二枚貝化石群集の分布及びそれらの堆

積環境を整理し分析を行った．その結果，白

亜紀前期の二枚貝化石群集は，テチス型動物

群とテチス北方型動物群に大別されることが

明らかになった．日本の代表的な白亜紀前期

の模式地のひとつとされる四国の秩⽗帯の下

部白亜系として物部川層群や三宝山帯の南海

層群が挙げられるが，前者はテチス北方型動

物群，後者はテチス型動物群を産することが

判明した．また，テチス型動物群とされる二

枚貝群集を産する地質体は，九州地方の“先

外和泉層群”（⼋代層・袈裟堂層など）およ

び東北地⽅の宮古層群などでも報告されてい
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る（Hayami, 1966;⽥中ほか，2021）． 

近年，関東⼭地の⼭中地溝帯においても，

その東域にテチス型とみられる二枚貝化石群

集が確認された（一瀬ほか，2002）．山中地溝

帯とは，関東⼭地の秩父帯にある幅 2〜4 km

で北西－南東方向に約 40 km にわたって分

布する地溝状の凹地帯をいう（図 1）．従来，

山中地溝帯は秩父帯の下部白亜系の模式地と

して知られる四国の物部川層群相当層と考え

られてきた（武井, 1963; 松川, 1980;田代, 

1990) ． 

しかしながら，その東域において，物部川

層群から産出する二枚貝化石群集とは属は同

じでも種レベルで異なる化石群集が産出され

たことにより，山中地溝帯における新たな地

質体として九州に分布する“先外和泉層群”

相当層の存在が指摘されている（一瀬ほか，

2002）．本研究では，一瀬ほか（2002）により，

その“先外和泉層群”と共通する化石群集が

産出する山中地溝帯東域の中ノ沢地区及び日

向沢地区産の二枚貝化石群集について，より

詳細に調査・研究し，“先外和泉層群”とその

相当層や宮古層群及び同時代の物部川層群相

当層から産出した二枚貝化石群集との比較を

行った． 

 

産出二枚貝化石群と他地層群から産出した二

枚貝化石群との比較 

本調査における化石産地を図 2（中ノ沢地

区）及び図 3（日向沢地区）に示す．中ノ沢及

び日向沢地区の地層は，泥岩優勢砂岩互層，

中粒砂岩，⽯灰質砂岩，アルコース質砂岩及

び炭質物を含む細粒砂岩からなり，下位から

上位に向けて粗粒化し，下位で汽⽔⽣，上位

で海生の二枚貝を産出する（一瀬ほか，2002）． 

本調査にて確認した二枚貝化石リストを表 

1 に示し，他地層群との年代層序対⽐を図 4 

に表す．本調査地区においては，一瀬ほか

（2002）により確認された二枚貝化石に加え

て，今回，Gervillaria sp. cf. G. miyakoensis，

Rastellum (Arctostrea) carinatum，Rutitrigonia 

yeharai，及び Ptychomya densicostata 等を新た

に確認した．中ノ沢地区（図 2）からは多種

の浅海生二枚貝化石群が確認され，中でも 

Nanonavis  pseudocarinata，Neithea (Neithea) 

matsumotoi，Plicatula takahashii，及び Astarte 

 
図 1 調査位置図． 
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(Astarte) yatsushiroensisは特に多く産出した．

日向沢地区（図 3）からは Costocyrena 

matsumotoi を代表とする数種の汽水生貝化

石を確認した． 

本調査にて産出した二枚貝化石群の多くが，

一瀬ほか （2002）が確認した化石群と同様に，

“先外和泉層群”の⼋代層及び袈裟堂層から

産出した化石群と共通することが判明した

（表 1）．特徴的な属・種は，Nanonavis 

pseudocarinata， Pterinella sp. cf. P. shinoharai，

Pterotrigonia (Pterotrigonia) hokkaidoana，

Astarte (Astarte) yatsushiroensis，Ptychomya 

densicostata ， Nemocardium (Nemocardium) 

yatsushiroense， Resatrix sp. cf. R. bungoensis

である．特に⼋代層からの産出化石群と共通

する種が多いことから，山中地溝帯東域の当

該地区は，九州地方の⼋代層と同じ“先外和

泉層群”に属し，アルビアン期の地層と推定

される． 

⼋代層と共通性が高い二枚貝群集は，中ノ

沢地区から西北西方向に約1.5 km離れた地点

からも寺部・松岡（2009）により化石産出が

報告されているが，アンモノイド化石はバレ

ミアン期を示しており，時代区分はアルビア

ンを示すアンモノイド化石を産出した⼋代層

と異なる．寺部・松岡（2009）は，⼋代層を

代表とする“先外和泉層群”の二枚貝化石群

の産出レンジがバレミアン期まで遡ると解釈

したが，二枚貝は底生で環境変化に⾮常に敏

感であるため，バレミアン期からアルビアン

期に渡って長期間，同一種が存在することは

考えにくい．山中地溝帯の“先外和泉層群”

相当層の時代区分については，慎重な検討が

必要である． 

また，東北日本の宮古層群とも共通する化

石群が本調査地域から産出している（表 1）．

その特徴的な二枚貝化石は， Modiolus sp. cf. 

M. falcatus，Gervillaria sp. cf. G. miyakoensis，

Pterotrigonia (Pterotrigonia) hokkaidoana ，

Ptychomya densicostata である．“先外和泉層

群”と宮古層群との化石群集の類似性は他調

査（田中ほか，2021; 本多ほか，2023）でも

指摘されており，今回新たな共通種（Modiolus 

sp. cf. M. falcatus ・ Gervillaria sp. cf. G. 

miyakoensis）を確認したことにより両者の関

連性はより強く示唆される． 

一方，熊本県の物部川層群相当層（砥⽤層・

宮地層）と共通する化石群は産出されていな

い．四国の物部川層群（日比原層下部層（田

代, 1993），物部層（Tashiro and Kozai, 1984; 

1986; 1988）や他の物部川層群相当層（砥用

層（河野ほか，2002），宮地層（田中ほか, 2008））

においても，汎世界的な種（ Gervillia 

(Gervillia) forbesiana 等）を除いて，属レベ

ルは共通しているものが多いが，種レベルで

はほぼ異なっている． 

 
図２ 中ノ沢地区における化石産地の位置図． 

（主要な化石産地は，NaK-01．)  

 

 
図3 日向沢地区における化石産地の位置図．（主要

な化石産地は，T-07及び T-08．） 
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表１ 山中地溝帯中ノ沢及び日向沢地域と同時代の相当層から産出する二枚化石群集の比較．

 
※1. 一瀬ほか（2002）による中ノ沢地区及び日向沢地区からの産出化石，※2．田中ほか（2021），※3．本多ほか（2023），

※4．Tashiro（1990）及び Hayami（1966），※5．河野ほか（2002），※6．田中ほか（2008）. 
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今回，山中地溝帯東域の中ノ沢及び日向沢

地区から産出された二枚貝化石は，化石種の

共通性から“先外和泉層群”に属するテチス

型動物群とみなされる．それに対して，山中

地溝帯の主な構成要素である白井層，石堂層，

瀬林層及び三山層は，テチス北方型動物群に

属する物部川層群相当層であり，三山層及び

瀬林層はそれぞれ中ノ沢地区及び日向沢地区

と断層関係で隣接するとされる（一瀬ほか，

2002）．下部白亜系に異なる 2 つの動物群が存

表１ 山中地溝帯中ノ沢及び日向沢地域と同時代の相当層から産出する二枚化石群集の比較． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1. 一瀬ほか（2002）による中ノ沢地区及び日向沢地区からの産出化石，※2．田中ほか（2021），※3．本多ほか（2023），

※4．Tashiro（1990）及び Hayami（1966），※5．河野ほか（2002），※6．田中ほか（2008）. 
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在する要因として，田代（1985; 1994）は，

黒瀬川構造帯と中央構造線の横ずれ運動によ

り再配列したとする説を提唱した．この解釈

では，テチス型とテチス北方型の相違性（種

は異なるが属レベルは共通）は，同一生物地

理区内において緯度差がある離れた地域（北

方系と南方系）に生息していたことを示唆す

るとしている． 

一方，Matsukawa and Obata（1993）及び松

川・恒岡（1993）は，下部⽩亜系において高

緯度型と低緯度型のアンモナイト化石が産出

したことにより，2 つの動物地理区は異なる

海流（暖流と寒流）の影響により生じたとい

うものであり，堆積盆地は現在とほぼ同緯度

に位置していたと解釈した．さらに，松川・

冨島（2009）は，二枚貝構成種が世界的規模

で比較検討されていないことや，テチス型と

テチス北方型を産出する各地層の境界にある

⼤規模な断層が確認できないことなどを根拠

に，横ずれ運動による再配列説を否定してい

る．しかし，二枚貝は底生生物で汽水、浅海

及び公海などの生息環境に非常に敏感なこと

から国内外の離れた地域で同一種が存在する

ことは稀である．局所的な生息分布を特徴と

する二枚貝が国内各地で 10 種以上の同一種

が多数産出するという事実は，それらの二枚

貝が元々同じ環境下で生息していたことを強

く示唆している． 

田代（1986; 1994）は，九州の“先外和泉

層群”が北側の領家帯から南側の秩父帯に衝

上した地質体である可能性を推定している．

また最近，熊本県東部にて，物部川層群相当

層の砥用層（秩父帯）に“先外和泉層群”が

前期漸新世に衝上したことを示唆する低角度

衝上断層の存在が確認された（田中ほか，

2024）．さらに，本調査では，従来はテチス北

方型動物群の分布域と考えられていた山中地

溝帯において，その東域の中ノ沢及び日向沢

地区から⼋代層産のテチス型動物群とほぼ一

致する二枚貝化石が多数確認された．本調査

および一瀬ほか（2002）の山中地溝帯におけ

るテチス型動物群の発⾒は，前期白亜紀以降

の日本列島の構造運動史において，黒瀬川構

造線および中央構造線の活動に加えて，“先

外和泉層群”が秩父帯に衝上した可能性を考

察する上で重要であると考える．なお、本調

査で確認できた化石種については、別途詳細

に記載する． 
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